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日本語学会が主催する、第２回

中高生日本語研究コンテストに、

探究科の２年次と３年次の国語班

が、発展探究の授業で取り組んだ

課題研究の成果をもとにして作成

した動画を出品しました。２年次

生が５人、３年次生が５人参加し

た本コンテストは、中学生や高校

生の視点で見つけた日本語に関す

る研究のアイデアや成果を募集し

たもので、「こんな研究ができそう」というアイデアを発表するアイデア部門と、自分た

ちで調査や分析をした結果や結論を発表するリサーチ部門がありました。このたびのコン

テストには、アイデア部門に１２５作品、リサーチ部門に１０１作品の出品があり、提出

した動画をもとに審査が行われました。 

「母子関係をえがいた小説に、読者が何を期待しているのか」をテーマとして研究してい

る２年次の国語班は、これまでの研究成果をもとに今後の研究の方針を述べた動画を作成し、

アイデア部門に出品しました。また、「鈴木三重吉による『ごんぎつね』添削の方針につい

て」研究した３年次の国語班は、新美南吉が「赤い鳥」に寄稿した「権狐」が、掲載に当たっ

て鈴木三重吉により添削されたことについ

て、なぜ添削が行われたのかや添削前と添削

後ではどのような差異があるのか研究した

成果を述べた動画を作成し、リサーチ部門に

出品しました。残念ながら、入賞（アイデア

部門は６位以内、リサーチ部門は１０位以内）

は叶いませんでしたが、審査をされた日本語

学会の皆様からコメントをいただくことが

できました。いただいたコメントをしっかり

振り返り、研究をより一層深めましょう。 

 

 

３年次のすべての生徒を対象としたアラカルト講座を、９月２０日（水）から１１月２

２日（水）までの総合的な探究の時間（本校では、「ＮＣＡ」と呼んでいます。）に実施し

ました。今年度実施されたアラカルト講座は１３の講座で、生徒はこの中から１講座を選

択して受講しました。それぞれの講座では、和歌や漢文の読解方法や小論文の書き方、歴

史と文化の関わりなどについて実践的に学んだり、普段の授業で取り組むことができな

かった観察、実験などに取り組んだりしました。それぞれの講座は９回実施されましたが、

大学入試を控えた３年次生は、これまで身に付けた知識や技能を振り返りながら、学びを

深めることができました。 

第８４号 

探究科 

研究に取り組む探究科２年次の国語班の生徒 

探究科 

普通科 



 

は普通科を、 は探究科を対象としたプログラムです。 普通科 探究科 

第８４号        令和５年(2023年)１２月１８日（月）発行  山口県立下関西高等学校 

 
 
オンラインを活用した海外の高校生等との交

流を、今年度はマレーシアにあるSekolah 
Menengah Sains Sultan Mahmud（スルタンマフ
ムード理科中等学校 以下、「ＳＥＳＭＡ」とい
う。）の生徒と実施します。交流には、普通科の
１年次生が６人、２年次生が３人、探究科の１
年次生が８人、２年次生が７人参加します。ＳＥ
ＳＭＡは、マレー半島の東海岸にあるトレガンヌ
州の学校で、１３歳から１７歳の生徒が学んで
います。国立の全寮制の学校で、科学技術教育
や外国語教育に力を入れられており、日本語を
学ぶ生徒もいます。１１月３０日（木）に行われたオリエンテーションでは、交流で使用

するソフトウエアであるＺＯＯＭやＰａｄｌｅｔ（オン
ラインで使用できる掲示板）の使い方、ディス
カッションのテーマについて説明がありました。
さらに、生徒は６つのグループに分かれて、交流
で行う活動の分担を行いました。 
１２月７日（木）に開催した第１回の交流には

２２人の生徒が参加し、これから３回にわたって
交流するグループに分かれて、本校の生徒とＳＥ
ＳＭＡの生徒が互いに自己紹介を行いました。さ
らに、それぞれが住んでいる地域のおすすめの観
光地や食べ物、文化や習慣などを紹介しました。
本校の生徒は、Ｐａｄｌｅｔに掲載した写真を示しなが
ら、角島などの下関の風景や瑠璃光寺の五重塔、

すしや瓦そばなど日本の風景や食べ物をマレーシアの生徒に紹介することができました。
さらに、和服やひな祭り、海峡花火大会、四季
の移り変わりなど、日本の文化や習慣、気候の
特徴などを伝えることができました。 
交流は、１２月２１日（木）と１月１１日

（木）にも実施されます。残り２回の交流で
は、「ＳＤＧｓに示された１７の目標を、２０３
０年までに達成するため、高校生ができるこ
と」をテーマとして、英語でディスカッション
します。それぞれのグループで協力して、より
よい交流となるよう準備を進めてください。 

 

 
「母子関係をえがいた小説に、読者が何を期待

しているのか」について研究を進めている探究科
２年次の国語班が、１０月１２日（木）の発展探
究の授業において、研究対象としている小説の出
版社７社に電話で質問しました。それぞれの小説
の売上部数や読者から寄せられた感想がどのよ
うなものであるかなどを尋ねることができまし
た。研究班のメンバーで交代して、緊張しながら
電話で質問しましたが、それぞれの出版社のみな
さんから丁寧にご対応いただき、研究を深める
きっかけをいただくことができました。 
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ＳＥＳＭＡの生徒とオンラインで交流！ 
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緊張しながら質問する国語班の生徒 


